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報 告 事 項 が ２ 件 ご ざ い ま す 。  

 

第 １ 件 目 の ４ 月 ２ ５ 日 及 び ５ 月 ２ ７ 日 に 開 催 さ れ た 東 京

都 市 長 会 関 係 の 主 な 審 議 内 容 を ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

は じ め に 、 ４ 月 ２ ５ 日 に 開 催 さ れ た 平 成 ３ １ 年 度 第 １ 回

東 京 都 市 長 会 に つ い て で す 。  

ま ず 、 東 京 都 等 か ら の 連 絡 事 項 が ３ 件 あ り 、 主 な 連 絡 事

項 ２ 件 に つ い て 報 告 い た し ま す 。  

１ 件 目 は 、 住 宅 政 策 本 部 か ら 「 東 京 に お け る マ ン シ ョ ン

の 適 正 な 管 理 の 促 進 に 関 す る 条 例 の 概 要 」 に つ い て 説 明 が

あ り ま し た 。  

こ の 条 例 は 、良 質 な マ ン シ ョ ン ス ト ッ ク の 形 成 等 を 図 り 、

都 民 生 活 の 安 定 向 上 及 び 市 街 地 環 境 の 向 上 に 寄 与 す る た め

に 制 定 さ れ た も の で 、 マ ン シ ョ ン に 関 わ る 者 の 責 務 、 管 理

組 合 に よ る 管 理 状 況 の 届 出 及 び 管 理 状 況 に 応 じ た 助 言 ・ 支

援 等 に つ い て 規 定 し て い ま す 。 こ の う ち 、 令 和 ２ 年 ４ 月 １

日 に 施 行 す る 「 管 理 状 況 届 出 制 度 」 に つ い て は 、 市 町 村 に

お け る 東 京 都 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に よ り 市 区 町

村 に 事 務 処 理 を お 願 い し た い と の こ と で し た 。  

な お 、 本 件 へ の 対 応 に つ い て は 、 市 長 会 の 附 属 協 議 会 に

お い て 検 討 し て い く こ と と な り ま し た 。  

２ 件 目 は 、 総 務 局 か ら 「 多 摩 の 魅 力 発 信 イ ベ ン ト （（ 仮 ）

多 摩 フ ェ ス テ ィ バ ル ）の 概 要（ 案 ）」に つ い て 説 明 が あ り ま

し た 。  

よ り 多 く の 人 に 多 摩 地 域 の 魅 力 を 認 識 し て い た だ き 、 訪

問 し て も ら う 契 機 と す る た め 、 今 年 １ １ 月 に 豊 洲 市 場 ６ 街

区 で イ ベ ン ト を 開 催 す る と の こ と で し た 。  



2 

 

な お 、 各 市 町 村 に １ ブ ー ス を 確 保 す る と の こ と で し た 。  

次 に 、 議 案 審 議 事 項 と し て 、 追 加 議 案 を 含 む ４ 件 の 審 議

が 行 わ れ ま し た 。  

ま ず 、追 加 議 案 第 １ 号 と し て 、「 東 京 都 市 長 会 副 会 長 等 役

員 の 選 任 に つ い て 」 が 審 議 さ れ 、 こ の 結 果 、 本 年 ５ 月 １ 日

か ら の 市 長 会 の 新 役 員 は 、 会 長 が 立 川 市 長 、 副 会 長 が 小 平

市 長 、 町 田 市 長 、 東 村 山 市 長 、 福 生 市 長 、 監 事 が 私 、 多 摩

市 長 と 武 蔵 村 山 市 長 と な り ま し た 。  

続 い て 議 案 第 １ 号 の 「 部 会 の 編 成 替 え 及 び 部 会 長 等 の 選

任 に つ い て 」 は 、 市 長 会 の ５ つ の 部 会 の 編 成 替 え 及 び 各 部

会 長 ・ 副 部 会 長 の 選 任 に つ い て 承 認 さ れ ま し た 。 私 は 政 策

調 査 特 別 部 会 、 総 務 ・ 文 教 部 会 及 び 厚 生 部 会 に 所 属 す る こ

と に な り ま し た 。  

議 案 第 ２ 号 の「 各 種 審 議 会 委 員 等 の 推 せ ん に つ い て 」は 、

全 国 市 長 会 委 員 、 同 会 関 東 支 部 委 員 、 市 長 会 役 員 改 選 に 伴

う 東 京 都 市 区 長 会 役 員 等 の 委 員 の 推 薦 に つ い て 承 認 さ れ ま

し た 。  

な お 、 私 は 、 全 国 市 長 会 評 議 員 、 全 国 市 長 会 監 事 、 東 京

都 市 区 長 会 理 事 、公 益 財 団 法 人 東 京 市 町 村 自 治 調 査 会 監 事 、

東 京 都 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 協 議 会 委 員 に 推 薦 さ れ る こ

と に な り ま し た 。  

議 案 第 ３ 号 の「 全 国 市 長 会 要 望 事 項（ ２ ０ ２ ０ 年 度 要 望 ）

の 提 出 」 に つ い て は 、 東 京 都 市 区 長 会 と し て 提 出 す る  

１ ３ ８ 件 の 要 望 事 項 に つ い て 説 明 が あ り 、 そ の 後 審 議 ・ 決

定 さ れ ま し た 。  

そ の ほ か 、報 告 事 項 等 と し て 、「 会 長 専 決 処 分 」、「 各 種 団

体 か ら の 要 請 」、「 平 成 ３ １ （ ２ ０ １ ９ ） 年 度 市 町 村 共 同 事

業 助 成 金 審 査 会 の 審 査 報 告 等 」、「 平 成 ３ ０ 年 度 市 町 村 共 同
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事 業 の 実 績 報 告 」、「 平 成 ３ ０ 年 度 調 査 研 究 報 告 書 」 に つ い

て 報 告 さ れ 、 了 承 さ れ ま し た 。  

 

続 き ま し て 、 ５ 月 ２ ７ 日 に 開 催 さ れ た 令 和 元 年 度 第 ２ 回

東 京 都 市 長 会 に つ い て で す 。  

ま ず 、 東 京 都 等 か ら の 連 絡 事 項 が ３ 件 あ り 、 主 な 連 絡 事

項 ２ 件 に つ い て 報 告 い た し ま す 。  

１ 件 目 は 、 生 活 文 化 局 か ら 「 To k y o  T o k y o  F E S T I V A L の 展

開 」 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

東 京 都 で は 、 ２ ０ ２ ０ 年 に 向 け て 、 多 彩 な 文 化 プ ロ グ ラ

ム を 通 じ て 、 芸 術 文 化 都 市 東 京 の 魅 力 を 伝 え る 取 組 み を 展

開 し て お り 、 今 年 度 は 、 市 区 町 村 等 が 主 体 的 に 実 施 す る 文

化 事 業 の う ち 、 地 域 の 文 化 団 体 が 参 加 す る 事 業 も 新 た に 支

援 し て い く と の こ と で し た 。  

２ 件 目 は 、 福 祉 保 健 局 か ら 「 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 一 斉 改

選 に 向 け て 」 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

今 年 １ ２ 月 に 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 の 一 斉 改 選 が 予 定 さ れ

て い る が 、 東 京 都 で は 充 足 率 が 低 迷 し て い る こ と か ら 、 そ

の 確 保 に 向 け た 取 組 み を 推 進 し て い く と の こ と で し た 。 具

体 的 に は 、 年 齢 要 件 の 緩 和 と し て 再 任 で き る 年 齢 を ７ ３ 歳

未 満 か ら ７ ５ 歳 未 満 ま で に 引 き 上 げ る こ と や 、 民 生 委 員 ・

児 童 委 員 活 動 費 の 増 額 な ど を 行 っ て い く と の こ と で し た 。  

次 に 、議 案 審 議 事 項 と し て 、４ 件 の 審 議 が 行 わ れ ま し た 。  

議 案 第 １ 号 の 「 平 成 ３ ０ 年 度 東 京 都 市 長 会 事 業 報 告 」 及

び 議 案 第 ２ 号 の 「 平 成 ３ ０ 年 度 東 京 都 市 長 会 一 般 会 計 歳 入

歳 出 決 算 」 に つ い て は 、 主 な 会 議 開 催 、 関 係 機 関 へ の 要 望

関 係 、政 策 提 言 等 の 事 業 及 び 決 算 状 況 に つ い て 報 告 が あ り 、

い ず れ も 承 認 さ れ ま し た 。  
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議 案 第 ３ 号 の「 各 種 審 議 会 委 員 等 の 推 せ ん 」に つ い て は 、

任 期 満 了 に 伴 う 委 員 等 の 推 薦 に つ い て 承 認 さ れ ま し た 。  

議 案 第 ４ 号 の 「 東 京 都 市 長 会 事 務 局 長 の 人 事 等 」 に つ い

て は 、 事 務 局 長 の 就 退 任 に つ い て 審 議 さ れ 、 了 承 さ れ ま し

た 。  

そのほか、報告事項等として、「会長専決処分」について報告され、了承され

ました。 

以上が、市長会関係の報告です。 

 

第２件目として、「元職員による慰謝料等請求訴訟の提起」について、ご報告

を申し上げます。 

本件訴訟は、原告である本市元職員が本市に対し、「不当な人事異動をさせら

れたこと」及び「休職後に人事課による逸脱した労務管理によりパワーハラス

メント行為を受けたこと」により精神的苦痛を受けたとして、慰謝料等を求め

る訴訟を、平成３１年２月１８日に、東京地方裁判所に提起したものです。 

しかし、本件で行われた人事異動や労務管理は適切に行われたものであり、原

告の請求には応じられないことから、本市は、相手方の主張を精査したうえ、

今後の裁判において自らの正当性を主張して参ります。 

 

以上、２件をご報告申し上げ、市長行政報告といたします。 

 

（令和元年第２回多摩市議会定例会） 

 


